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１．研究計画の概要 

本研究は、弥生時代社会の発展度を、集落の
様相から明らかにすることを目的とする。そ
のために、集落の規模と居住人口という、も
っとも基本となる要素を確実に復元するこ
とを具体的内容として設定し、それに必要な
遺跡情報の収集検討をおこなう。従来は、一
部の目立つ事例からの解釈が普遍化されて
社会像と理解されがちであったが、悉皆的な
情報収集により、資料の総体をあつかう客観
的検証を基盤に据えたいと考える。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)研究代表者が活動のフィールドとする京
都府南部地域については、遺跡位置や立地な
どの基本情報のほか、過去の発掘調査履歴、
出土遺物内容などの情報収集もほぼ終える
ことができ、遺跡内の構造を実証的に復元す
る条件を整えることができた。 

(2)上記以外の、京都府北部地域、兵庫県北部
地域、福井県若狭湾岸域については、遺跡位
置情報のリスト化は終了しているが、過去の
発掘調査成果履歴については、縄文時代晩期
～弥生時代前期にかかわるものにとどまっ
ている。ただしその過程で、日本海岸域の当
該時期の遺跡が、近畿内陸部の状況とは様相
を違えて、縄文晩期と弥生前期段階で立地を
大きく違えて生活圏を異にする傾向が強い
ことを具体的に明らかにできた。 

(3)日本海側の弥生時代前期にかかわる遺跡
としてきわめて重要な位置を占めている、遠
賀川式土器のまとまった出土の東端遺跡と
なっている小浜市丸山河床遺跡について、出
土資料の検討をおこない、未報告である土
器・木器類の資料報告準備をほぼ終えること

ができた。 

(4)居住人口復元の先行研究について、本研究
にとって有益と思われるものは国内・国外と
時代を問わず収集と理解に努め、歴史人口学
関連の基礎知識と手法について把握するこ
とができた。 

 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている 

理由：想定以上に毎年新規に公表される発
掘調査情報が多く、それらの追加と修正に時
間が必要となっているため、本来意図してい
た近畿地方～西日本全域レベルでの悉皆的
な情報収集とはなっていない。また、情報の
精粗もあるためシミュレーションを実施す
るための条件設定が困難であり、現段階では
実施できていない。 

４．今後の研究の推進方策 
(1)広域での悉皆的な情報収集は、近畿地方
レベルまでの範囲にとどめ、状況に応じて、
なかでも研究代表者のフィールドとする京
都府近郊域を重点的におこなうように配慮
したい。それにより、人口想定のシミュレー
ションが実施可能な条件の整った空間を確
保したい。 
(2)収集した遺跡情報や検討結果は、それの
みでも今後の弥生時代研究に大いに資する
ものと考えるので、利用・活用しやすい形で
の公表をおこないたい。 
(3)あわせて、上記活動の過程で検討した資
料で未公表であったものについても、この機
会に報告に盛り込むことを考えたい。 
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